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川
西
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の

安
定
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、兵
庫
県
知
事
か
ら
許
可
さ
れ
た

「
公
益
社
団
法
人
」で
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
仕

事
の
日
数
や
時
間
な
ど
に
つ
い
て
、

一
定
の
基
準
を
遵
守
し
な
が
ら
、会

員
の
適
正
で
安
全
な
就
業
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

定
を
図
り
ま
す
。

▼
地
域
社
会
へ
の
貢
献

①
高
齢
者
が
地
域
社
会
の
担
い
手
と

し
て
、働
く
こ
と
を
通
じ
て
、地
域

社
会
の
維
持･

発
展
を
図
り
ま
す
。

②
介
護･

育
児
な
ど
の
現
役
世
代
を

支
え
る
分
野
で
、働
く
こ
と
を
通

じ
て
、現
役
世
代
の
活
躍
を
推
進

し
ま
す
。

③
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
人
手
不
足

分
野
で
働
く
こ
と
を
通
じ
て
、企

業
な
ど
の
人
手
不
足
を
軽
減
し

ま
す
。

 

▼
高
齢
者
の
生
活
の
充
実

①
高
齢
者
に
働
く
機
会
を
提
供
し

て
、生
き
が
い
の
充
実
や
健
康
の

維
持･

増
進
を
図
り
ま
す
。

②
高
齢
者
の
経
済
的
な
生
活
の
安

● 

セ
ン
タ
ー
の
目
的
は
？

● 

セ
ン
タ
ー
会
員
の
就
業

　 

日
数
と
就
業
時
間
は
？

● 

セ
ン
タ
ー
の
就
業
形
態
は
？

①
セ
ン
タ
ー
が
会
員
に
提
供
す
る

業
務
は
、「
臨
時
的
」か
つ「
短
期

的
」
ま
た
は
「
軽
易
」
な
業
務
で
、

会
員
の
就
業
日
数
と
就
業
時
間

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
適
正･

安
全
就
業

適
正
就
業
に
つ
い
て

　
は
、
お
お
む
ね
月
10
日
以
内
、
ま

た
は
、お
お
む
ね
週
20
時
間
を
超

え
な
い
範
囲
が
目
安
で
す
。

②
こ
の
た
め
、セ
ン
タ
ー
で
の
働
き

方
は
、現
役
世
代
な
ど
が
一
人
で

行
う
業
務
を
、複
数
の
会
員
が
日

と
時
間
を
分
担
し
て
行
う
方
法

（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
就
業
）が
、基

本
と
な
り
ま
す
。

　
会
員
と
し
て
の
就
業
は
、「
請
負
」

「
委
任
」「
派
遣
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
就
業
形
態
別
の
主

な
相
違
点
は
、
下
表
の
と
お
り
で

す
。

会員の雇用

指 揮 命 令

目 的

請 負 委 任 派 遣
会員が、業務を完成させること 会員が、業務を実施すること

（業務の完成は目的でない）
会員が、発注者の指揮命令に
従い労働すること

会員は雇用されない 会員は雇用されない （公社）兵庫県シルバー人材セ
ンター協会が、会員を雇用する

会員は請負った業務を、自ら
の裁量で完成させるため、発
注者は会員に指揮命令できな
い

会員は委任された業務を、自ら
の裁量で処理するため、発注
者は会員に指揮命令できない

発注者は、会員に指揮命令で
きる
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図：事故の要因別の割合（H25～ 29年度）

安全確認不足
19件　50％

不安全行動
9件　24％

安全対策不備
5件　13％

交通事故
2件　5％

その他
3件　8％

　

ま
た
、
除
草
や
植
木
剪
定
な
ど
の
就
業
場
所
で

は
、
職
長
や
班
長
を
中
心
と
す
る
、
仕
事
前
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
な
ど
、
事
故
防
止
に
対
す

る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
就
業
中
や
就
業
後
に

お
け
る
交
通
事
故
な
ど
、
傷
害
や
物
損
事
故
が
相

次
い
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

安
全
で
事
故
な
く
就
業
す
る
に
は
、
い
く
つ
か

の
課
題
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
事
故
防
止
の
最
大

の
ヒ
ン
ト
は
、
過
去
の
事
故
事
例
を
教
訓
に
、
同

じ
よ
う
な
事
故
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
と
い

＝
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
＝

う
、強
い
意
識
と
心
構
え
が
重
要
で
す
。

　
事
故
の
多
く
は
〝
不
注
意
〞
か
ら

　

左
図
の
円
グ
ラ
フ
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
29
年

度
の
５
年
間
に
当
セ
ン
タ
ー
で
発
生
し
た
事
故

を
、要
因
別
に
表
し
た
も
の
で
す
。

　
「
安
全
確
認
不
足
」が
50
％
、「
不
安
全
行
動
」が

24
％
、「
安
全
対
策
不
備
」が
13
％
と
、
事
故
全
体

の
90
％
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、会
員
の
自
宅
か
ら
就
業
場
所
ま
で
の
、車

や
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
も
５
％
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
は
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
、
常
に
安

「事故ゼロ」をめざして！！
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、会
員
の
皆
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
場
な
ど
で
、事
故
な
く
安
全
に

就
業
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、定
期
的
な
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
や

啓
発
チ
ラ
シ
に
よ
る
注
意
喚
起
、安
全
講
習

会
の
開
催
、安
全
標
語
の
募
集
及
び
掲
示
な

ど
、「
事
故
ゼ
ロ
」を
め
ざ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

全
を
意
識
し
て
、
ほ
ん
の
少
し
の
注
意
に
よ
っ

て
、
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
健
康
管
理
を

　

当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
平
均
年
齢
は
、
約
73
歳

と
な
っ
て
お
り
、
年
々
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。加
齢
に
伴
い
、
体
力
と
身
体
機
能
の
衰
え
な

ど
か
ら
、
小
さ
な
事
故
が
大
き
な
ケ
ガ
に
つ
な
が

り
や
す
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

健
康
な
体
を
維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
は
、
安

全
就
業
に
取
り
組
む
た
め
の
基
本
で
す
。体
調
が

悪
い
と
注
意
力
も
散
漫
に
な
り
、
事
故
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
。

　

毎
日
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か

ら
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
今
後
と
も
安
全
就
業
の
徹
底
を

　

セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
は
、
生
き
が
い
と
健
康
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。仕
事
で
ケ
ガ
や
事

故
を
起
こ
せ
ば
、
自
分
自
身
だ
け
で
な
く
、
ご
家

族
に
と
っ
て
も
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」こ
と

を
心
が
け
、
安
全
就
業
の
徹
底
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
。

 ルール無視 その行動が 事故の元　（平成29年度　センター安全就業標語　優秀賞）

安
全
就
業
に
つ
い
て
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日
本
人
の「
平
均
寿
命
」は
、
男
性

が
80
・
75
歳
、
女
性
が
86･

99
歳
で
、

男
女
と
も
80
歳
以
上
と
い
う
世
界
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。ま
た
、65
歳

以
上
の
高
齢
化
率
は
平
成
28
年
10
月

１
日
現
在
27
・
3
％（
川
西
市
は
29
年

３
月
末
時
点
で
30
・
2
％
）で
、
超
高

齢
社
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な

ら
ず
に
日
常
生
活
が
元
気
に
送
れ
る

「
健
康
寿
命
」
は
、
男
性
が
71･

19
歳
、

平
均
寿
命
よ
り

10
年
短
い
「
健
康
寿
命
」

女
性
が
74･
21
歳
で
す
の
で
、
長
生
き

し
て
も
、
10
年
間
ほ
ど
は
自
立
し
た

生
活
が
で
き
ず
、
寝
た
き
り
な
ど
で

介
護
が
必
要
な
毎
日
を
送
っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

普
段
の
生
活
の
中
で

転
び
に
く
い
体
づ
く
り
を

　

人
は
加
齢
と
と
も
に
、
筋
力
の
低

下
や
歩
行
障
が
い
、
視
力
の
衰
え
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
り
、体

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
に
く
く
な
っ
て

い
ま
す
。高
齢
に
な
る
と
、こ
れ
ら
の

要
因
に
加
え
、
病
気
や
服
薬
に
よ
っ

て
、
転
倒
す
る
リ
ス
ク
が
さ
ら
に
高

ま
り
、
思
わ
ぬ
場
所
で
事
故
が
発
生

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
、

転
倒
は
寝
た
き
り
に
つ
な
が
る
重
大

な
事
故
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
「
運
動
が
い
い
こ
と
は
分
か
っ
て

い
る
ん
だ
け
ど
、続
か
な
く
て…

…

」

と
い
う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。で
も
、わ
ざ
わ
ざ
時
間
を

と
っ
て
運
動
し
な
く
て
も
、
日
々
の

掃
除
や
洗
濯
、買
い
物
な
ど
、日
常
生

活
の
中
の“

動
け
る
場
面
“
で
し
っ

か
り
動
い
て
い
れ
ば
、
転
び
に
く
い

体
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
い
つ
も
よ
り
５
分
長
く

掃
除
し
た
り
、
一
つ
手
前
の
バ
ス
停

で
降
り
て
歩
い
た
り
し
て
、
日
ご
ろ

し
て
い
る
こ
と
を
ほ
ん
の
少
し
増
や

す
よ
う
意
識
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、余

力
が
あ
る
日
に
は
、
階
段
を
昇
り
降

り
す
る
な
ど
の
軽
い
運
動
を
し
て
、

毎
日
の
暮
ら
し
を
楽
し
む
た
め
に
、

転
倒
事
故
を
防
ぐ
よ
う
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

転
倒
予
防
講
習
会
を
開
催

　

１
月
22
日（
月
）、
市
保
健
セ
ン

　

最
近
、「
転
び
や
す
く
な
っ
た
」「
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
に
も
足
を
引
っ
か
け

て
し
ま
う
」「
わ
か
っ
て
い
た
の
に
、
物
に
つ
ま
ず
い
て
し
ま
っ
た
」な
ど
、
自

分
が
思
っ
て
い
る
と
お
り
に
、
体
が
動
か
な
い
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

平
成
29
年
版
高
齢
社
会
白
書
に
よ
る
と
、「
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
原
因
」

の
う
ち
、『
骨
折
・
転
倒
』が
全
体
の
12
・
2
％
で
、
４
番
目
の
多
さ
と
な
っ
て

い
ま
す
。高
齢
者
は
、
転
倒
の
危
険
性
を
前
も
っ
て
知
り
、
日
ご
ろ
か
ら
対
策

を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
転
倒
」
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
! !

タ
ー
で「
転
倒
予
防
講
習
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
会
員
が
就
業
中

に
、低
い
段
差
に
つ
ま
ず
い
た
り
、床

な
ど
で
滑
っ
た
り
し
て
転
倒
し
、
手

や
足
、
背
骨
の
骨
折
や
骨
に
ヒ
ビ
が

入
っ
た
り
す
る
事
故
が
多
い
た
め
、

転
倒
事
故
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、

初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
松
本

一
起
さ
ん（
理
学
療
法
士
）の
指
導
で
、

イ
ス
を
使
っ
た
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
な

ど
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
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“

寝
た
き
り”

に
つ
な
が
る
原
因
に
も
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”

“

”

“
❸

生
き
活
き  

健 

幸

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、

川
西
市
健
康
福
祉
部
健
幸
政
策
室

（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）と
の
連
携

記
事
で
す
。

膝
の
上
に
電
話
帳
を
の
せ
た
り
、膝
を

胸
ま
で
引
き
付
け
る
こ
と
で
、負
荷
を

強
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



我がまち川西を美しく！！

　シルバー人材センターの設置目的の一つは、「地域社会への貢献」です。
　センターの会員は、歩道や歩行者デッキ、公園のトイレ清掃などで、我がまち
川西の美観に、大いに寄与しています。

◎ 

会
員
の
安
全
な
就
業
は
、セ
ン
タ
ー
事
業
を
推

進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
最
も
基
本
と
な
る
も
の

で
、
日
々
の
就
業
の
中
で
は
、「
安
全
は
す
べ
て

に
優
先
す
る
」も
の
で
す
。

◎ 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、安
全
就
業
基
準
を
定
め
る

と
と
も
に
、「
安
全
委
員
会
」を
設
置
し
て
、
会

員
の
安
全
確
保
と
事
故
の
未
然
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

◎ 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
交
通
安
全
講
習

会
・
救
命
救
急
講
習
会
の
開
催
、
安
全
標
語
の

募
集
・
選
定
な
ど
、
会
員
の
安
全
意
識
の
向
上

中期計画
　チャレンジ
　　  ＆ トライ

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、近
年
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
ま
く

社
会
環
境
の
変
化
等
に
的
確
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、平
成
29
年
度
か

ら
33
年
度
の
５
年
間
の
事
業
展
開

の
指
針
と
な
る「
中
期
計
画
〜
生

き
活
き
セ
ン
タ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
〜
」を

策
定
し
て
い
ま
す
。同
計
画
に
は
、セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
の
６
項
目
の
達
成
す
べ
き
目
標
と
実
現
方

策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、シ
リ
ー
ズ
③
と
し
て
、「
安
全
お

よ
び
適
正
就
業
の
推
進
と
徹
底
」の
う
ち
、「
安

全
就
業
の
徹
底
」を
掲
載
し
ま
す
。

■ 

現
状
と
課
題

■ 

具
体
的
な
取
り
組
み

　

を
図
っ
て
い
ま
す
。

◎ 

事
故
発
生
件
数
は
、平
成
27
年
度
に
お
い
て
７

件（
傷
害
３
件
、
賠
償
４
件
）と
対
前
年
度
比
で

１
件
増
加
し
ま
し
た
が
、
注
意
喚
起
等
の
強
化

に
よ
っ
て
、
不
注
意
で
の
傷
害
件
数
は
減
少
し

て
い
ま
す
。

◎ 

会
員
の
平
均
年
齢
が
上
昇
す
る
中
で
、「
事
故

ゼ
ロ
運
動
」
を
推
進
強
化
し
、
さ
ら
な
る
安
全

対
策
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

◎ 

事
故
の
防
止
は
、最
終
的
に
は
会
員
個
人
の
安

全
意
識
と
自
覚
が
重
要
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
の

呼
び
か
け
や
安
全
講
習
会
の
開
催
な
ど
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。

● 

会
員
が
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、高
所

作
業
や
重
量
物
の
運
搬
、
危
険
・
有
害
な
仕
事

な
ど
、
重
大
な
事
故
に
結
び
つ
く
よ
う
な
業
務

は
受
注
し
な
い
よ
う
、「
安
全
性
の
確
保
」を
最

優
先
と
し
ま
す
。

● 

安
全
就
業
の
取
り
組
み
は
、会
員
一
人
ひ
と
り

の
意
識
の
向
上
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。こ
の

た
め
、
安
全
就
業
基
準
の
遵
守
と
安
全
委
員
会

に
よ
る
事
業
計
画
に
基
づ
く
、
安
全
就
業
と

「
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
の
強
化
に
向
け
た
方
向
性

を
示
し
ま
す
。

● 

定
期
的
な
健
康
診
断
の
受
診
を
勧
奨
す
る
な

ど
、
会
員
の
日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
管
理
意
識
を

向
上
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

● 

万
一
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、事
故
原
因
の
検

証
と
、事
故
会
員
へ
の
指
導
を
徹
底
し
ま
す
。

がんばってます！！がんばってます！！ ・・・・・職場訪問・・・・・職場訪問

③
安
全
お
よ
び
適
正
就
業
の
推
進
と
徹
底

◆
安
全
就
業
の
徹
底
◆

● 

「
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」や
チ
ラ
シ
、研
修
・
会
議

な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
会
員
の
安
全

就
業
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

● 

就
業
場
所
へ
の
往
復
時
の
交
通
事
故
等
を
防

止
す
る
た
め
、
所
轄
の
警
察
署
等
と
連
携
し
な

が
ら
、効
果
的
な
講
習
会
の
開
催
に
努
め
ま
す
。
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趣
味

「
健
康
太
極
拳
」明

峰
班
　

　
西
本
　
武
文

　

私
の
太
極
拳
と
の
出
会
い
は
、
定

年
退
職
後
に
、
何
か
体
を
動
か
す
も

の
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
、太
極
拳
が
い
い
の
で
は
、と
の
情

報
か
ら「
楊
名
時（
よ
う
め
い
じ
）健

康
太
極
拳
」
の
教
室
を
見
学
し
た
の

が
始
ま
り
で
す
。

　

楊
名
時
健
康
太
極
拳
は
「
他
と
競

わ
ず
、
比
較
せ
ず
、
時
間
を
か
け
て

　
平
成
29
年
度
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、

「
私
の
健
康
法
」
な
ど
の
「
原
稿
」
や

「
写
真
」
を
募
集
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

明
峰
班
の
西
本
武
文
会
員
か
ら
、
ご

投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
覚
え
、続
け
る
こ
と
で
、心

身
の
健
康
に
良
い
影
響
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。」
と
の
説
明
で
始
め
ま
し

た
。

　

太
極
拳
は
中
腰
で
、腰
を
中
心
に
、

ゆ
っ
く
り
と
、
腹
式
呼
吸
で
動
く
こ

と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、普
段

使
わ
な
い
筋
肉
を
使
う
、
有
酸
素
運

動
で
す
。そ
の
効
果
は
、静
脈
・
リ
ン

パ
系
の
流
れ
を
よ
く
す
る
、
健
康
的

に
ダ
イ
エ
ッ
ト
、集
中
力
が
つ
く
、ス

ト
レ
ス
解
消
、腰
痛
改
善
、肩
こ
り
が

和
ら
ぐ
、冷
え
性
に
効
果
的
、体
力
が

私
の

つ
き
転
倒
防
止 ̶

な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

太
極
拳
を
始
め
て
か
ら
、
県
内
や

他
の
地
域
の
研
修
会
に
も
参
加
し
、

研
鑽
や
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。毎

年
、階
位
の
試
験
を
受
け
、13
年
目
で

師
範
と
な
り
ま
し
た
。　

　

今
は
、毎
週
１
回
、生
徒
と
し
て
習

い
な
が
ら
、
同
好
会
の
教
室
を
２
カ

所
で
開
い
て
い
ま
す
。そ
の
う
ち
の

１
カ
所
が
、
川
西
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
研
修
室
で
開
い
て
い
る

「
楊
名
時
健
康
太
極
拳
同
好
会
」
で

す
。

　

〝
ゆ
っ
た
り
楽
し
み
な
が
ら
体
と

心
を
健
康
に〝
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ス

ト
レ
ス
を
解
消
し
、
仲
間
と
共
に
楽

し
ん
で
い
ま
す
。太
極
拳
の
後
は
、心

身
と
も
に
す
っ
き
り
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
健
康
づ
く
り
や
ス
ト

レ
ス
の
解
消
、仲
間
づ
く
り
の
た
め
、

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
私
の
ふ
る
さ
と　

懐
か
し
い
郷

里
の
思
い
出
、
美
し
い
風
景
、
変

わ
っ
た
風
習
、
美
味
し
い
郷
土
料

理
の
こ
と
な
ど
、
何
で
も
結
構
で

す
。郷
里
の
地
名
を
明
記
し
、
600

〜
800
字
で
。で
き
れ
ば
写
真
つ
き
。

●
私
の
健
康
法　

日
ご
ろ
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
健
康
づ
く
り
や

食
生
活
な
ど
を
400
〜
600
字
で
。で

き
れ
ば
写
真
つ
き
。

●
思
い
出
の
旅　

国
内
・
海
外
旅

行
は
問
い
ま
せ
ん
。旅
行
案
内
で

は
な
く
、
思
い
出
や
感
想
を
600
〜

800
字
で
。写
真
つ
き
。

●
写
真　
「
孫
と
私
」、「
ほ
の
ぼ
の

家
族
」、「
私
の
結
婚
式
」、「
懐
か

し
い
新
婚
旅
行
」、「
我
が
家
の

ペ
ッ
ト
」、「
思
い
出
の
景
色
」、

「
自
慢
の
写
真
」な
ど
、
テ
ー
マ
は

自
由
で
す
。簡
単
な
説
明
文
も
。

◆
応
募
は
、
事
務
局
に
持
参
か
、
郵

送
で
お
願
い
し
ま
す
。　
　

（
担
当
＝
村
山
）

「
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」へ
の

原
稿
や
写
真
を
募
集
し
ま
す
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講
習
会
の
ご
案
内

就
業
相
談
会
を
開
催

▼
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

日　

時

場　

所

講　

師

内　

容

定　

員
６
月
１
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

当
セ
ン
タ
ー
２
階　

研
修
室

㈱
ダ
ス
キ
ン
プ
ロ
ス
タ
ッフ

家
庭
で
で
き
る
掃
除
の
要
点

と
実
技

先
着
20
名

申
し
込
み
は

３
月
26
日（
月
）か
ら
セ
ン
タ
ー
事

務
局
へ　
　

☎（
758
）６
２
３
４

相
談
希
望
者
は

７
月
20
日（
金
）ま
で
に
セ
ン
タ
ー

事
務
局
へ　
　

☎（
758
）６
２
３
４

日　

時

場　

所
７
月
27
日（
金
）

午
後
２
時
か
ら

当
セ
ン
タ
ー
２
階　

会
議
室

　

就
業
に
つ
い
て
の
希
望
や
困
り

事
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度

「
安
全
標
語
」を
募
集

　

当
セ
ン
タ
ー
安
全
委
員
会
が
、
会

員
の
就
業
に
つ
い
て
、『
安
全
は
す
べ

て
に
優
先
す
る
』
と
い
う
考
え
の
も

と
、「
事
故
」や「
熱
中
症
」の
防
止
対

策
と
し
て
、平
成
30
年
度
の「
事
故
ゼ

ロ
」を
願
い
、会
員
の
よ
り
一
層
の
意

識
高
揚
に
活
か
す
た
め
、『
安
全
標

語
』を
募
集
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
方
の
ご
応
募
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一 

募
集
標
語　

就
業
で
の
安
全
に

関
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
〔
就
業
中
の

事
故
防
止
（
熱
中
症
を
含
む
）
や
、

就
業
途
上
の
交
通
安
全
な
ど
へ
の

意
識
啓
発
・
注
意
呼
び
か
け
〕

二 

応
募
締
切　

４
月
27
日
（
金
）
ま

で
に
、事
務
局
へ

※

応
募
方
法
な
ど
、詳
し
い
こ
と
は
、

同
封
の「
募
集
チ
ラ
シ
」を
お
読
み
く

だ
さ
い
。

「
年
会
費
」納
入
の
お
願
い

　

平
成
30
年
度
分
（
平
成
30
年
４
月

〜
平
成
31
年
３
月
）
会
費
1,200
円
の
振

込
書
、
ま
た
、
平
成
29
年
度
分
会
費

を
未
納
の
方
に
は
、
２
カ
年
分
を
同

封
し
て
送
付
し
ま
す
。（
行
き
違
い

で
既
に
納
入
済
の
方
は
、
ご
容
赦
く

だ
さ
い
）

　
29
年
度
分
が
ま
だ
未
納
の
方
は
、

早
急
に
納
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

会
員
入
会
の
呼
び
か
け
を
！

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
が
年
々

減
少
す
る
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
高

齢
化
が
進
ん
で
い
て
、
大
変
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
方
も
、
ご
夫
婦
で

入
会
さ
れ
た
り
、
川
西
市
内
の
60
歳

以
上
の
お
知
り
合
い
や
お
友
達
、
ご

近
所
の
方
な
ど
に
、
ぜ
ひ
入
会
の
呼

び
か
け
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

セ
ン
タ
ー
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

５
月
29
日（
火
）に

平
成
30
年
度
定
時
総
会
を
開
催

日　

時

場　

所
5
月
29
日（
火
）

午
後
２
時
か
ら

ア
ス
テ
川
西　

６
階

　
　
　
　

ア
ス
テ
ホ
ー
ル

　

総
会
は
、
会
員
全
体
の
意
思
が

直
接
反
映
さ
れ
る
大
切
な
場
で

す
。
で
き
る
限
り
日
程
を
調
整
さ

れ
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

※

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。近
隣
の

　
有
料
駐
車
場
も
し
く
は
、
公
共
の

　
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
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